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【概要】 

乳がん検診では、腫瘤検出率向上のためマンモグラフィーの補助として超音波検査が用い

られる。併用する場合見逃しは減るが、良性を悪性と誤診してしまう場合も増加し、不要

な細胞診/生検が増加したという報告がある。 

そうした課題もあって、近年では、医師の誤診率低下や診断効率化を目的として診断支援

を行う CAD（コンピューター診断支援）システムの応用研究が行われている。 

現在、CAD システムの一環として画像診断 AI の開発を行っており、超音波検査画像内の

腫瘤について、良悪性のどちらかに分類するタスクをこなすモデルを作成中である。医療

画像に限らず、一般にモデル作成において使用される画像データには、ノイズ削減等の前

処理が施されたり、反転やシフト、カラー変換等により疑似データを生成させることで学

習データを増やす augmentation が行われたりする。しかし、そのような処理やデータ拡張

が予測精度や汎化性能に与える影響を検討した研究は少ない。仮にこれらの影響について

検討を行わずにモデルを作成しても、それが汎化性能を持つとは限らない。この課題を検

証するため、データの処理や augmentation と予測精度の関連をデータの選択条件や複数モ

デルの精度のばらつき等を考慮に入れて多角的な検証を行ってきた。本日はその結果報告

を行う。 
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